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第２条（⽬的）
本会は、アルコール検知器の

技術や品質の向上、ならびにア
ルコール検知器の普及啓発に
よって業界の地位の向上を図る。

本会は、関係官庁、各団体と
の連携と会員相互の協調を通じ
て、アルコールの過剰摂取や短
時間での⼤量摂取等に代表され
る飲酒問題や⾃動⾞等の飲酒運
転の根絶に寄与することを⽬的
とする。本会は、営利を⽬的と
しない組織である。

アルコール検知器協議会とは



2019年度

第1期

2015-2017

第2期

2018-2020

第3期

2021-2023



業務委員会の役割
会則 第３条（活動内容） 業務

委員会
技術

委員会

（１）アルコール検知器の利⽤と活⽤に係る普及および啓発。 ○
（２）アルコール検知器の技術・品質向上のための調査研究。 ○

（３）アルコール検知器および飲酒運転防⽌に関連する法令の周知および広報。 ○
（４）アルコール検知器に関連する⾏政機関との連絡、協議。 ○ ○

（５）アルコール検知器や飲酒の専⾨知識を⽤いた道路交通安全の促進および普及。 ○
（６）アルコール検知技術や交通安全政策に関する国際交流。 ○ ○

（７）アルコール健康障害対策基本法に関連する⾏政機関および各団体等との連携。 ○
（８）その他、会の⽬的を達成するために必要な活動。 ○ ○
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2018-2020活動計画
会則 活動内容

１年⽬ ２年⽬ ３年⽬

２０１８ ２０１９ ２０２０

（１）検知器の利⽤と活⽤に係る普及と啓発

啓発資料のウェブ拡充

検知器業界・市場情報のウェブ拡充

新検定の広報とウェブ拡充

（２）アルコール検知器の技術・品質向上の
ための調査研究。

外部検定の定着、規格の拡充

海外規格の動向調査

JIS化の可否調査

（３）アルコール検知器および飲酒運転防⽌
に関連する法令の周知および広報。 現⾏法令、刑罰の整理とウェブ拡充

（４）アルコール検知器に関連する⾏政機関
との連絡、協議。

未接触各業界団体への認知活動

国⼟交通省プラン2020「飲酒運転根絶」

経産省 呼気試験機分科会との連絡、協議

（５）アルコール検知器や飲酒の専⾨知識を
⽤いた道路交通安全の促進および普及。

アルコール検知器を使った、協議会ならではの
教育開発プログラム（協議会認定インストラクター）

（６）アルコール検知技術や交通安全政策に
関する国際交流。

海外の飲酒運転交通政策調査とウェブ拡充

飲酒問題シンポジウム調査（T2025開催へ向けて）

海外の検定機関の調査（訪問か招聘）

（７）アルコール健康障害対策基本法に関連
する⾏政機関および各団体等との連携。

各都道府県の飲酒運転防⽌条例、アルコール健康障害
対策プログラムへの提⾔

（８）その他、会の⽬的を達成するために必
要な活動。 J-BACのITシステム化、WEB充実化

5【2018年4⽉の総会資料 2018-2020中期活動計画より】



2019年度 業務委員会 ４テーマ

１．外部検定開始︕の広報

２．J-BACの教育実績をつくる

３．業界の⾒える化、情報提供の強化

４．未接触各業界団体への認知活動
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2019年度 単年度予算（案）

活動内容内訳 予算執⾏
委員 予算

1-1 Webサイト拡充 業務 20万円
1-2 安全協会HPバナー掲載 業務 32万円
1-3 交通ジャーナル 広告掲載 業務 54万円
1-4 展⽰会出展費⽤ 業務 35万円
1-5 備品調達（展⽰会等使⽤物品） 業務 10万円
1-6 発送運賃等（展⽰会等使⽤物品） 業務 10万円
1-7 名刺/ポスター等印刷物 費⽤ 業務 14万円

合計 175万
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86万円, 

49%

20万円, 

12%

55万円, 

31%

14万円, 

8%

広告 Web 展⽰会 その他制作物



活動体制
2018-2020 中期活動⽬標 （2018年4⽉ 総会決議）

業務委員会の役割とメンバー
企業名・敬称略

委
員
⻑

副
委
員
⻑

リー
ダー

2019年度（2019年4⽉ 総会）
新Websiteによる

広報強化
未接触官庁

団体への認知）
展⽰会等による

広報・啓発
教育による
啓発活動

海外調査、
広報

Web IT班 官公庁班 展⽰会班 教育班 海外班

Web
IT版

（7社7名）

新コスモス電機 境 裕司 〇

㈱パイ・アール ⾕本亜樹
ＮＩＳＳＨＡエフアイエス 柳⾕ 順⼦
テレニシ株式会社 細川理恵
テックウェルIJ 神⽊宏
名鉄ＥＩエンジニア 伊藤正秋
ドコモ・システムズ 村⽥ 敦

官公庁
広報班

（3社6名）

サンコーテクノ㈱ 坂⼝正⼀ 〇

中央⾃動⾞⼯業 酒井 規光
中央⾃動⾞⼯業 浜本 謙
中央⾃動⾞⼯業 ⾼橋 智也
パイ・アール 牧寺秀樹
パイ・アール 久世浩史

展⽰会班
（7社9名）

フィガロ技研 ⻄村明久 〇

中央⾃動⾞⼯業 内丸 雅之
タニタ 坂⽥和彦
東洋マーク製作所 ⼭内 昌⼈
テレニシ 東野 蔵 〇

テレニシ 吉⽥寛之
ネモト･センサエンジニアリング 三浦 章宏
ネモト･センサエンジニアリング 菅井 孝
フィガロ技研 四⽅⾏洋

教育班
（3社3名）

東海電⼦ 森⽥⼀磨 〇

タニタ 佐川清志
パイ・アール ⼭崎帆洋

海外班
（1社2名）

東海電⼦ ブライアン アドコック 〇

東海電⼦ 杉本哲也 〇



2019年度 業務委員会 開催実績
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開催 ⽇程 東京 ⼤阪
第1回 2019年5⽉8⽇ 〇
第2回 2019年6⽉24⽇ 〇
第3回 2019年7⽉23⽇ 〇
第4回 2019年9⽉19⽇ 〇
第5回 2019年10⽉24⽇ 〇
第6回 2019年12⽉3⽇ 〇
第7回 2020年1⽉23⽇ 〇
第8回 2020年2⽉25⽇ 〇

2019年度は、8回開催しました。議事録は会員ページに掲載。技術委員も閲覧可能。
https://j‐bac.org/members_only/gyoumu/



官公庁班の上期活動

◇国交省系
 航空局 情報提供
 鉄道局 検討会への参加
 海事局 検討会への参加
 ⾃動⾞局 情報提供
 トラック協会 情報提供
 バス協会 情報提供

◇その他業界団体系
 義⻭安定剤連絡会
 JCCLS（ISO/TC272）



国交省の動き
2019年7⽉ 航空 2019年8⽉ 海運 2019年10⽉ 鉄道

官公庁班にて、外部検定機器、下限値、保守管理等、技術的な知⾒をふまえて、
質疑や情報提供を⾏ってきた。



『海運分野における新たな飲酒対策について』 P5より

（エ）アルコール検知器の精度・保守管理 アルコール検知器につ
いては、他モードで利⽤され社会的に有効性が認められているもの
（例えば、アルコール検知器協議会が認定し、⾃動⾞
分野で広く利⽤されているもの）を使⽤することとし、アルコー
ル検知器の⼊れ 替えにあたっては、現在の検知技術⽔準等を勘
案し、次の性能の機器が推奨 される。 アルコール検知器の分解能
等については、0.01mg/L 単位で表⽰可 能なもの（最低測定
限界は 0.05mg/L）。 また、アルコール検知器について、製造事
業者の推奨する保守管理を⾏うべきである

https://www.mlit.go.jp/common/001301861.pdf



下限値に関する提⾔

『海運分野における新たな
飲酒対策について』 P5より

「アルコール検知器の分解
能等については、
0.01mg/L 単位で表⽰
可 能なもの（最低測定限
界は 0.05mg/L）。 」



国⼟交通省
運輸安全調査官及び運輸安全マネジメント評価業務に携わる⽅ むけに研修

研修実施内容（約2時間）



⽇本バス協会
⽇本バス協会 ⽉報・メルマガに記事掲載



アル法ネット 賛助団体に登録



新型コロナウィルス関連

2020年3⽉17⽇

全⽇本トラック協会および
国⼟交通省⾃動⾞局安全政策課
からの要望を受け、アルコール検知器
の消毒や、室内エタノールによる誤検知
ついて、注意喚起を⾏った。



全⽇本交通安全協会

活動内容内訳 予算執⾏
委員 予算

1-1Webサイト拡充 業務 20万円

1-2安全協会HPバナー掲載 業務 32万円

1-3交通ジャーナル 広告掲載 業務 54万円

1-4展⽰会出展費⽤ 業務 35万円

1-5備品調達（展⽰会等使⽤物品） 業務 10万円

1-6発送運賃等（展⽰会等使⽤物品） 業務 10万円

1-7名刺/ポスター等印刷物 費⽤ 業務 14万円

合計 175万

⽩ナンバー系の広報として、全⽇本交通安全協会へバナー広告掲載中

ウェブIT班の解析報告によれば、本バナーからの流⼊（効果）が確認された



東京都交通安全協会

活動内容内訳 予算執⾏
委員 予算

1-1Webサイト拡充 業務 20万円

1-2安全協会HPバナー掲載 業務 32万円

1-3交通ジャーナル 広告掲載 業務 54万円

1-4展⽰会出展費⽤ 業務 35万円

1-5備品調達（展⽰会等使⽤物品） 業務 10万円

1-6発送運賃等（展⽰会等使⽤物品） 業務 10万円

1-7名刺/ポスター等印刷物 費⽤ 業務 14万円

合計 175万

2019年度で終了。2020年度の予算には計上しない。



展⽰会班 活動報告

活動内容内訳 予算執⾏
委員 予算

1-1Webサイト拡充 業務 20万円

1-2安全協会HPバナー掲載 業務 32万円

1-3交通ジャーナル 広告掲載 業務 54万円

1-4展⽰会出展費⽤ 業務 35万円

1-5備品調達（展⽰会等使⽤物品） 業務 10万円

1-6発送運賃等（展⽰会等使⽤物品） 業務 10万円

1-7名刺/ポスター等印刷物 費⽤ 業務 14万円

合計 175万

計画 広報対象 費⽤
（概算）

1 運輸・交通システムEXPO2019(東京・⼤阪）出展 運輸業界 0万円

2 7⽉ 飲酒運転させないTOKYOキャンペーン ⼀般 0万円

3 10⽉ ＮＡＳＶＡ安全マネジメントセミナー 運輸業界 4万円

4 11⽉ 中央技術委員会全国⼤会 運輸業界 5万円

5 11⽉ バステクin⾸都圏 運輸業界 20万円

6 2⽉ 中国バス協会事故防⽌対策委員会 運輸業界 2万円

計 31万〜35万円

実績と 広報対象 費⽤
（概算） 完・未完

1 運輸・交通システムEXPO2019(東京・⼤阪）出展 運輸業界 0万円 終了

2 7⽉ 飲酒運転させないTOKYOキャンペーン ⼀般 0万円 終了

3 8⽉ 福岡飲酒運転ゼロを誓う､市⺠の集い2019 ⼀般 0万円 終了

4 10⽉ ＮＡＳＶＡ安全マネジメントセミナー 運輸業界 4万円 終了

5 11⽉ 中央技術委員会全国⼤会 運輸業界 5万円 終了

6 11⽉ 関⻄物流展 運輸業界 0万円 終了
8 2⽉ 中国バス協会事故防⽌対策委員会 2万円 中⽌

計 実積は9万円



2019年度 7イベントに参画

5⽉

7⽉



上期 イベント参画

８⽉

10⽉



下期 イベント参画

10⽉

11⽉
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J-BACの認知度向上、検知器の普及啓発のた
め、「飲酒問題」「アルコール検知」等関連
講習の依頼があれば、積極的に応じて、実績
を積み上げてゆく。

教育班 教育活動による広報

2019活動⽅針
 ASKのコンテンツに頼らず、検知器業界ならではの、教材・講習内容の制作、詰め。
 講習内容には、必ず、協議会活動や、検定制度の説明を⼊れる
 協議会認定インストラクター・講師、というコンセプト案



飲酒教育、本格的に活動を開始しました



1開催あたり、平均50⼈✕ 5開催＝ 250⼈

年間250⼈に、アルコール検知器協議会の活動や 認定制度を知ってもらうことができる



○○○○

研修内容



もちろん、協議会のアピールも



3.2.3 安全統括管理者の権限及び責務に関する事項

安全統括管理者とは、事業者内の安全管理の取組を統括的に管理する責任を有する者であることから、安
全に関する重要事項について経営の責任者に報告することや事業者内の飲酒対策を総括管理すること等、安
全統括管理者が果たすべき具体的な役割を明らかにすること。また、アルコール教育やアルコール検査
等飲酒対策を含む安全施策・安全投資の決定などの安全に関する重要な経営判断に直
接関与することなど、社内で付与される権限及び責務を明らかにすること。

3.3.5 教育及び訓練に関する事項事業者⾃⾝の安全管理システムを社内に浸透させるための教育、安全啓発セミナー、
航空機乗組員の疲労リスクの管理に係る教育*15、アルコールに関する教育*16、ヒューマンファクターズに関する訓練
等を定め、これらを実施することにより、組織内の安全⽂化の醸成を図ることを明らかにすること。

*15︓教育内容には⼀般的な睡眠衛⽣や航空分野における疲労に関する基本的な事項・乗務への影響
*16︓教育内容は、「航空従事者の飲酒に関する基準について」(平成31年４⽉９⽇、航空従事者の飲酒基準に関す
る検討会）の内容を⼗分に反映させることとし、航空機乗組員、客室乗務員、運航管理者、運航管理担当者、運航管
理補助者、整備従事者、乗務割を担当する職員の他、関連する管理部⾨・経営層等の飲酒対策に関
連する全ての職員に対し定期的に実施すること。

航空局 安全管理システムの構築に係る⼀般指針(7⽉5⽇改正）

航空業界では、飲酒教育が法制化された



アルコールの分解は遅く、平均的には1時間
に
男性で0.8ドリンク （8g）
⼥性で0.6ドリンク（6g）

程度である。これは、男性でビール コップ
（200mL）1杯、⼥性でコップ4分の3にあ
たる。

https://www8.cao.go.jp/koutu/chou-
ken/h21/pdf/ref/386-395.pdf

H21年3⽉ 常習飲酒運転者の飲酒運転⾏動抑⽌に関する調
査研究報告書

独⽴⾏政法⼈国⽴病院機構 久⾥浜アルコール症センター 松下
幸⽣ 資料より

2019年10⽉ 「代謝は4ｇ」通達（ｂｙ 航空局）

航空局は、残酒の影響を甘く見ている操縦士等航空事業者へ、アルコールの代謝
は思ったよりも時間がかかることを、通達（啓発）した。



ウェブ・IT班
活動内容内訳 予算執⾏

委員 予算

1-1Webサイト拡充 業務 20万円

1-2安全協会HPバナー掲載 業務 32万円

1-3交通ジャーナル 広告掲載 業務 54万円

1-4展⽰会出展費⽤ 業務 35万円

1-5備品調達（展⽰会等使⽤物品） 業務 10万円

1-6発送運賃等（展⽰会等使⽤物品） 業務 10万円

1-7名刺/ポスター等印刷物 費⽤ 業務 14万円

合計 175万

上期の
実績

 外部検定の最新化
 展⽰会、検定、業界話題の新着増
 会員向けサイト整備

 アクセス解析
 コンテンツ、⾒栄えブラッシュアップ
（現⾏の定期メンテ⽉額15000円の事務
局費⽤で賄っているが、素材購⼊等、⾒栄
え強化の予算として20万執⾏予定）



外部検定機器（１０／１）







活動新着・業界新着を増やす

官公庁班、展⽰会班、教育班等の活動活性化によって
平均 ⽉２つの新着をあげられるようになってきた



2019年9⽉〜アクセス解析開始



検索キーワード等



海外班
（他国の飲酒問題政策や海外メーカー動向)

38

海外の、検知器や交通安全がからむ展⽰会の分析・調査
９⽉、カナダの国際展⽰会ICADTS参加・レポート

海外の酒気帯び・飲酒基準
⽶国の交通事故
EUの交通事故
台湾の飲酒規制



会員のみなさま

１年間、ご協⼒有り難うございました。



アルコール検知器協議会
2020年度

（2020年4⽉-2021年3⽉）

業務委員会 活動計画

2020年4⽉16⽇

⽇本アルコール検知器協議会 第6回定時総会
1



飲酒問題

「ゼロ」

政府 地⽅公共

団体

学校

家庭

⾏政

司法・⽴法
⼤学研究者

（公共政
策）

飲⾷関連

企業

⺠間企業

航空、鉄道、
船舶、バス、
タクシー、ト
ラック業界

アルコール
検知器

協議会

⾃動⾞

メーカー

NPO

被害者

団体

2

第２条（⽬的）
本会は、アルコール検知器の

技術や品質の向上、ならびにア
ルコール検知器の普及啓発に
よって業界の地位の向上を図る。

本会は、関係官庁、各団体と
の連携と会員相互の協調を通じ
て、アルコールの過剰摂取や短
時間での⼤量摂取等に代表され
る飲酒問題や⾃動⾞等の飲酒運
転の根絶に寄与することを⽬的
とする。本会は、営利を⽬的と
しない組織である。

アルコール検知器協議会とは



2020年の組織と機関
総会

会⻑
副会⻑

幹事会 運営
執⾏機関

議決機関

事務局

技術委員会技術委員会 業務委員会

監事
会計監査

委員⻑
東海電⼦(株)
杉本 哲也

副委員⻑ （株）
テレニシ 東野 蔵

委員⻑
光明理化学⼯業(株)

畑 慎⼀

副委員⻑
（株）ヤナコ計測 上⻄律善



業務委員会の役割
会則 第３条（活動内容） 業務

委員会
技術

委員会

（１）アルコール検知器の利⽤と活⽤に係る普及および啓発。 ○
（２）アルコール検知器の技術・品質向上のための調査研究。 ○

（３）アルコール検知器および飲酒運転防⽌に関連する法令の周知および広報。 ○
（４）アルコール検知器に関連する⾏政機関との連絡、協議。 ○ ○

（５）アルコール検知器や飲酒の専⾨知識を⽤いた道路交通安全の促進および普及。 ○
（６）アルコール検知技術や交通安全政策に関する国際交流。 ○ ○

（７）アルコール健康障害対策基本法に関連する⾏政機関および各団体等との連携。 ○
（８）その他、会の⽬的を達成するために必要な活動。 ○ ○

4



 2018年度は、
外部検定スタート、新WEB＆運営IT化、
JIS化検討着⼿

2018-2020

 2019年度は、
外部検定の広報、認知活動の本格化
JIS化可否判断

 2020年度は、
J-BACの意義と検定が認知され、
JIS活動具体化

NEW

5
【2018年4⽉の総会資料 2018-2020中期活動計画より】



2018-2020活動計画
会則 活動内容

１年⽬ ２年⽬ ３年⽬

２０１８ ２０１９ ２０２０

（１）検知器の利⽤と活⽤に係る普及と啓発

啓発資料のウェブ拡充

検知器業界・市場情報のウェブ拡充

新検定の広報とウェブ拡充

（２）アルコール検知器の技術・品質向上の
ための調査研究。

外部検定の定着、規格の拡充

海外規格の動向調査

JIS化の可否調査

（３）アルコール検知器および飲酒運転防⽌
に関連する法令の周知および広報。 現⾏法令、刑罰の整理とウェブ拡充

（４）アルコール検知器に関連する⾏政機関
との連絡、協議。

未接触各業界団体への認知活動

国⼟交通省プラン2020「飲酒運転根絶」

経産省 呼気試験機分科会との連絡、協議

（５）アルコール検知器や飲酒の専⾨知識を
⽤いた道路交通安全の促進および普及。

アルコール検知器を使った、協議会ならではの
教育開発プログラム（協議会認定インストラクター）

（６）アルコール検知技術や交通安全政策に
関する国際交流。

海外の飲酒運転交通政策調査とウェブ拡充

飲酒問題シンポジウム調査（T2025開催へ向けて）

海外の検定機関の調査（訪問か招聘）

（７）アルコール健康障害対策基本法に関連
する⾏政機関および各団体等との連携。

各都道府県の飲酒運転防⽌条例、アルコール健康障害
対策プログラムへの提⾔

（８）その他、会の⽬的を達成するために必
要な活動。 J-BACのITシステム化、WEB充実化

6【2018年4⽉の総会資料 2018-2020中期活動計画より】



業務委員 総勢 1６社 30名

7

企業名 登録⼈数
中央⾃動⾞⼯業株式会社 5

㈱パイ・アール 3
東海電⼦株式会社 3
テレニシ株式会社 3
サンコーテクノ㈱ 2

㈱ネモト･センサエンジニアリング 2
（株）タニタ 2
フィガロ技研㈱ 2

名鉄ＥＩエンジニア㈱ 1
ドコモ・システムズ株式会社 1
新コスモス電機（株） 1

株式会社東洋マーク製作所 1
(株)篠原計器製作所 1

テックウェルインターナショナルジャパン（株） 1
株式会社データ・テック 1

⼈数順 2020.2.25 時点



2020年度 業務委員会 体制図

8

Web広報班

境委員

5名

官公庁団体等

坂⼝委員

6名

展⽰会班

⻄村委員

8名

教育実施班

森⽥委員

3名

海外班

ブライアン委員

1名

委員⻑ 杉本 副委員⻑ 東野委員⻑ 杉本 副委員⻑ 東野

（予定）



25,434件
（-1168件）

25,434件
（-1168件）

３,047件
（-308件）

３,047件
（-308件）

１７６件
（-22件）

１７６件
（-22件）

まあ、だいじょぶだろ…
警察いねーだろ…

おれ運転うまいし…

タクシー代きついなあ…
ウチすぐソコだし…この時間だったら…

今まで平気だったし…

飲酒運転潜在数は、10万⼈︖20万⼈︖ それは誰も知らない…（本⼈だけが知っている）

令和１年 全国の飲酒運転事故件数

○令和元年交通死亡事故の発生状況及び道路交通法違反取締り状況等について
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00130002&tstat=000001027458&cycle=7&year=20190&month=0
○令和元年中の交通事故の発生状況
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00130002&tstat=000001027457&cycle=7&year=20190&month=0
○令和元年における交通死亡事故の発生状況等について
https://www.npa.go.jp/publications/statistics/koutsuu/jiko/R1shibou_tokucyo.pdf





トラック、前年⽐増



アルコール検知器の義務化

２０１１年 バス・タクシー・トラック

２０１９年 航空、鉄道

２０２０年 4⽉（予定） 海運



2020年度 業務委員会
主要テーマ

１．未接触の官庁、業界団体との接触（展⽰会含む）
 検定制度の認知
 教育啓発活動の認知
 リンク増交渉

２．ウェブサイト情報量
 検定update 更新監査結果（19機種分）
 展⽰会/イベント
 教育啓発（研修コンテンツのアピール）
 統計・法令情報（最新かつ体系的に整理）

13



2020年度 業務委員会 開催（案）

14

開催候補⽇ 東京 ⼤阪
定時総会 4⽉16⽇ ○

第1回 2020年７⽉14⽇ ○

合同
（上期） 2020年10⽉14⽇ ○

合同
（下期） 2021年2⽉24⽇ ○

 各作業班ごとに、活動結果を年３回、合同委員の場で報告する。
 開催場所は、東と⻄で交互に

（３０名前後の会議室を持つ企業様に、会議室をご提供いただく）



J-BACの活動アピール

外部検定開始をきっかけに
未接触官庁・団体への認知活動

15

国交省（⾃動⾞）
国交省（航空）
国交省（鉄道）
国交省（船舶）
トラック協会

バス協会
ハイヤータクシー協会

定期航空協会
⽇本旅客船協会

⽇本⺠営鉄道協会
経産省
産総研

消費者庁
警察庁



16

未接触団体（⾮⾃動⾞運送分野）への広報

未接触の業界団体へ 認知活動を⾏う。



17

協議会の存在を認知させ、飲酒による健康問題や飲酒運転等の諸問題について、
検討会やヒアリングで頼られる存在になる（地位向上）。そのためには、活動実績

や、価値ある情報提供のストックが必要である。

未接触団体（国交省以外）への広報



アルコール検知器検定制度の広報

18

検知器協議会ならではの、情報提供を⼼がける
アルコール検知器、飲酒問題といえば→「J-BAC」となるように

トップスライド、
は半期ごとに
①検定品 ⼀覧表
②⼤きな法令改正
等、リフレッシュする



活動活性化・活発化＝新着増

2020年度
展⽰会＋教育活動＋検定合格（更新）＋法令＝30本程度の新着



2020年度 業務委員会 単年度予算（案）

20

業務委員会 活動内容 予算⾦額
1-1 Webサイト管理費（16,200円×12ヶ⽉） 199,400円
1-2 Webサイト改修（コンテンツ拡張） 50,000円
1-3 全⽇本安全協会HPバナー広告 349,920円

1-4
展⽰会出展費⽤
・NASVA安全マネージメントセミナー 40,000円
・⽇本バス協会 50,000円
・交通システムEXPO 0円

90,000円

1-5 ジェルパッチ 50,000円
1-6 発送運賃等（展⽰会等使⽤備品） 30,000円
1-7 名刺/ポスター等印刷物 100,000円

合計 869,320円



2020年度も、ご協力のほど
よろしくお願いいたします。


